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【茨城大学】「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（特色型）」
中間総括シンポジウム「戦略としてのダイバーシティ推進とイノベーション
創出に向けて」を開催

私とワーク・ライフ・バランス

contents

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実
現イニシアティブ（特色型）」の事業計画の3年目を迎え、折り返し地点
となりました。これまで当室の活動にご協力いただいた皆様に心より
御礼申し上げます。引き続き、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

女性研究者支援・養成の取組に関しての意識調査

「イノベーション創出をリードする」茨城大学女性研究者ロールモデル集

平成30年度下半期行事報告

編集後記
ダイバーシティ推進室では、ワーク・ライフ・バランス、育児・介護、
キャリアアップ等に関する図書やDVDの貸出を行っております。
貸し出し期間は、原則2週間です。学内の方ならどなたでも利用で
きます。ぜひご活用ください。詳細は当室HPをご参照ください。

女性研究者支援および次世代研究者の育成を目的として、ライフイベントと研究の両立を図る研究者を紹介する「茨城大学女性研究者
ロールモデル集」を平成30年12月に発行しました。誌面に登場した方々からコメントをいただきました。

常勤教員を調査対象とした意識調査(ウェブアンケート)を実施いたしました。
本学の女性研究者支援・養成に関してだけではなく、女性限定公募などの具体
的な取組についても、高い理解と支持が得られていることが示されました。

図書・DVDの貸出について

　本シンポジウム開催に合わ
せ、学内での意識啓発を目的
として、国立女性教育会館の
サービスを利用した図書100
冊を水戸キャンパス図書館に
て展示、閲覧に供しました。

　平成30年11月22日長女、律が誕生しました。
初めての育児のため、私自身が経験したいという思いと共に、夫婦の両親ともに他県住まいであり、
病気により子育てに協力が望めない状況、そして妻も帝王切開での出産予定となったことから産後
のケアが必要であると考え育児休業（平成30年12月10日～平成31年1月31日）を取得しました。
　休業前の準備については、2か月ほどかけて定例業務の予定を休業開始前に完了するよう設定
する等、関係部局の協力により進められました。
　妻の体調が悪化し予定日よりも早い出産となりましたが、業務の引継についても上司、同僚の協
力のおかげであわただしいながらも滞りなく行う事ができ、周囲の協力のもと育児に専念するこ
とが出来ました。
　思い返せば出生から2か月、夫婦揃って育児を経験することで夫婦の絆、親としての自覚も生ま
れ、一日一日と成長するわが子と過ごすかけがえのない時間を得ることが出来たと感じています。

日　時：平成30年12月18日（火）13：30～15：30
会　場：茨城大学図書館3階ライブラリーホール
　　　  ［VCS接続会場］工学部E1棟第2・3会議室(日立)
　　　　　　　　　　  農学部第一会議室(阿見)
参加者：81名

「仕事と育児の両立」

問

問

問

国立女性教育会館図書パッケージ貸出サービス
によるワーク・ライフ・バランス関連書籍紹介

平成30年度に行った主な行事と女性研究者への支援についてご紹介します

研究者のトップリーダーの顕彰など、同大における取組を
紹介しました。
　後半は、本学の原口弥生ダイバーシティ推進室長が本学
の取組を説明し、平成30年度をもって全ての学部に女性教
授が誕生したことなどを報告しました。続くパネルディス
カッションでは、学長特別補佐（研究・産学官連携）の金野
満教授、理工学研究科の飯沼裕美准教授、株式会社日立製
作所研究開発グループの吉成清美氏が「女性研究者をいか
に増やすか」をテーマに活発な議論を展開しました。
　国立研究開発法人科学技術振興機構の山村康子プログ
ラム主管による講評では、「茨城大学は女性エンパワーメン
ト支援制度による科研費の採択率の高さや代替教員の柔
軟な配置制度、女性限定公募の実施や女性上位職採用な
どで非常に高い評価を得ている。残りの期間においても、
目標達成に向け、継続して事業を発展させてほしい」と期
待が述べられました。
　シンポジウムには学内外から教職員や学生など81名が
参加し、大学戦略としてのダイバーシティ推進への高い関
心がうかがわれました。

　文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシ
ティ研究環境実現イニシアティブ事業（特色型）」の中間総
括シンポジウム「戦略としてのダイバーシティ推進とイノ
ベーション創出に向けて」を開催しました。本年度が6年間
に及ぶ事業計画の中間年にあたることから、本学の3年間
の取り組みや成果を報告するとともに、大学戦略としての
ダイバーシティ推進のあり方と今後の展望を描く契機とし
ました。
　冒頭、挨拶に立った文部科学省科人材政策推進室長の
楠目聖氏は、「科学技術・学術の分野においても、研究者コ
ミュニティの持続可能性を確保し多様な視点や優れた発
想を取り入れた科学技術イノベーションを活性化していく
ためには、女性研究者の登用と環境整備が重要な課題と
なっている。引き続き茨城大学の持つ強みを生かしなが
ら、充実した取組を進めてほしい」と述べられました。
　基調講演では、名古屋大学副理事（男女共同参画担当）
の束村博子氏が「組織活性化の戦略としてのダイバーシ
ティ＆インクルージョンのすすめ」と題し、「生物学的な性
の成り立ちでは、男女に差はない。戦略としての女性活躍
促進を通じた多様性（ダイバーシティ）創出が組織を活性
化させる」などと語るとともに、学内保育園の設置や女性

名古屋大の束村副理事による基調講演

パネルディスカッションの様子

　昨年2月に茨城大学の助教に着任して1年がた
ちました。これまでやってきた研究をさらにス
テップアップさせるとともに、新しい研究テーマ
を模索しています。ロールモデル集の原稿が出来
上がっていく過程で、これまでの自分とこれから
の自分に真摯に向き合うことができました。10代
20代に学生たちには、さまざまな出会いを大切
に、まわりの方々への感謝の気持ちを忘れずに、
自分の目指す道を進んでほしいと思っています。

理工学研究科（工学野） 助教　山内 紀子

　研究者を目指すにあたり、今何をする
べきなのか、何を心得るべきなのかを先
生方からお伺いすることができ、将来に
対して抱いていた不安が解消されまし
た。これまでの経験をもとに、お話をして
いただいた先生方には大変感謝しており
ます。ありがとうございました。

理工学研究科量子線科学専攻
博士後期課程2年　神代 紗央理　学生の皆さんの中で、研究やキャリア

を積むことに対する悩みや、将来に対す
る漠然とした不安を抱えている方は少な
くないと思います。学生の皆さんから見た
ら、駆け出しの若手研究者である私は
「ちょっと先の未来」の1つかもしれませ
ん。皆さんが将来に向けて一歩踏み出す
際に、今回の記事が少しでも役に立つと
嬉しいです！

農学部 助教　髙瀬　唯

調査期間／平成30年9月26日(水）～10月3日（水） 
対　　象／常勤教員（およそ640名）
回答者数／101名（男性62名 女性39名）

本学が、ワーク・ライフ・バランス（仕事と子育て・介護の両立）
に係る環境整備や、女性研究者の研究力向上と女性リーダー
育成を推進することについて、どのように考えていますか。

本学が、女性研究者の人数を増やすための取組を推進する必
要があると考えますか。

本学では、女性研究者の人数を増やす具体的な取組としてポ
ジティブ・アクション（女性限定公募、女性の積極的採用）を実
施しています。この取組について、どのように考えていますか。
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